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 １ 「東北大豆セミナーin せんだい」の開催について 
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１ 「東北大豆セミナーinせんだい」の開催について 

 

下記のとおり「東北大豆セミナーin せんだい」を開催します。詳細は別添の「東北大

豆セミナ－in せんだい 開催要領」を御覧ください。 

 

日  時：平成 30年２月８日（木）10時 30分～12時 30分 

場  所：仙台合同庁舎Ａ棟８階 講堂 （仙台市青葉区本町 3-3-1） 

定  員：100名 

参加締切：平成 30年１月 31日（水） 

 

【情報提供の内容】 

 

（１）「国産大豆の生産・流通について」 

全国農業協同連合会 麦類農産部 大豆・特産課 課長 佐々木 琢磨 氏 

 

（２）「大豆の流通における卸業者の役割」 

三倉産業株式会社 常務取締役 大豆部門長 浅利 直 氏 

 

  （３）「納豆市場における国産大豆需要」 

    全国納豆協同組合連合会 専務理事 松永 進 氏 

 

昨年度セミナーの様子 



 

東北大豆セミナー in せんだい 開催要領  
 
 

１．趣  旨 

  東北地域の大豆は、平成 29 年産の作付面積が全国の約 24％を占め、一大産地となっ

ている一方、平成 28 年産の平均落札価格は、同じく大豆主産地域である九州に比べ、

２割程度下回る価格となっており、品質等において実需者の要望を踏まえた生産が求

められている。 

  このため、本セミナーでは大豆生産関係者を対象に、国産大豆の流通・消費に係る

情勢や国産大豆に対する実需者の要望を紹介し、東北大豆の生産振興に繋げることを

開催趣旨とする。 

 

２．日  時 平成 30 年２月８日(木曜日) 10：30～12：30 

 

３．場  所 仙台合同庁舎Ａ棟 ８階講堂   

（住所：仙台市青葉区本町三丁目３番１号 電話：022－263－1111） 

 

４．情報提供の内容 

（１）「国産大豆の生産・流通について」 

全国農業協同組合連合会 麦類農産部 大豆・特産課 課長 佐々木 琢磨 氏 

（２）「大豆の流通における卸業者の役割」 

三倉産業株式会社 常務取締役 大豆部門長 浅利 直 氏 

（３）「納豆市場における国産大豆需要」 

    全国納豆協同組合連合会 専務理事 松永 進 氏 

 

５．主  催 東北地域大豆振興協議会、（一社）全国農業改良普及支援協会 

 

６．参集範囲 生産者、生産者団体、普及組織、試験研究機関、実需者、行政機関等 

 

７．定  員 100 名 

  

８．参 加 費 無料 

 

９．参加申込 

『東北大豆セミナーin せんだい』への参加希望者は、「別紙」参加申込書にご記入

の上、平成 30 年１月 31 日(水曜日)（必着）までに下記申込・問い合わせ先に、ＦＡＸ

又は郵送にてお申込みください。なお、定員になり次第締め切りとさせていただきます。 

また、参加される方は、仙台合同庁舎Ａ棟正面玄関（１階）でセミナー専用受付にて

入館証をお受け取りいただき、８階講堂にお入りください。 

 

10．その他 会場には駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用願います。 

 

 

 



11．申込先・問い合わせ先 

  （東北地域大豆振興協議会事務局） 

東北農政局生産部生産振興課 佐々木、今野 

  〒980-0014 仙台市青葉区本町三丁目３番１号 

  電 話：022-263-1111（内線 4112） 

 ＦＡＸ：022-217-4180 

 

 

 



別紙 

（東北地域大豆振興協議会事務局） 

東北農政局生産部生産振興課 豆類振興係  今野 行き 

 
ＦＡＸ：０２２－２１７－４１８０ 

 
申込期限：平成 30 年１月 31 日(水曜日)必着 

 

『東北大豆セミナーｉｎせんだい 』 参加申込書 

 

     県    参加者(代表) 連絡先ＴＥＬ：             

 

 
所  属  

 
職  名  

 
氏  名  

 
備 考  

 
 
 

   

 
 
 

   

 
 
 

   

 
 
 

   

 
 
 

   

 
※定員を超え参加いただけない場合は、平成 30 年 2 月 5 日（月曜日）までに

電話にてご連絡します。 
 
※お申込みによって得られた個人情報は厳重に管理し、東北大豆セミナーの運

営に限り利用します。 
 
※当日撮影した写真を農林水産省東北農政局のホームページ等に掲載させて

いただく場合がありますのでご了承ください。 

 



２ 平成 29 年産大豆の作付面積について 

 

農林水産省大臣官房統計部では、平成 2９年産大豆の作付面積（乾燥子実）を  

10 月 2４日に公表しましたので、その概要をお知らせいたします。  

 

（１）全国農業地域別  

  全国の作付面積は 150,200ha で、前年産に比べて 200ha（0.1％）増加

しました。  

  東北地域の作付面積は 36,300ha で、前年産に比べて 400ha（1％）増加

し、全国に占める作付面積割合は、およそ 24％となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）田作と畑作の合計値。沖縄は 1ha 未満のため省略。数値は四捨五入しているため合計と内訳が一致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ha) 

平成 29 年産大豆作付面積（全国農業地域別） 

H28年産 H29年産 増減 対前年比 作付面積割合

全国 150,000 150,200 200 100% 100%

北海道 40,200 41,000 800 102% 27%

東北 35,900 36,300 400 101% 24%

北陸 13,400 13,500 100 101% 9%

関東・東山 10,700 10,500 ▲ 200 98% 7%

東海 12,200 12,200 0 100% 8%

近畿 9,840 9,790 ▲ 50 99% 7%

中国 4,890 4,740 ▲ 150 97% 3%

四国 588 557 ▲ 31 95% 0%

九州 22,200 21,700 ▲ 500 98% 14%
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（２）東北地域県別  

県別に前年産と比べると、青森県は 130ha（3％）、岩手県は 90ha（2％）、

秋田県は 240ha（3％）増加し、宮城県は▲100ha（▲2％）、山形県は▲20ha

（▲0.4％）、福島県は▲70ha（▲4％）減少し、東北全体では 400ha 増加

しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、全国での作付面積順位は、宮城県が北海道に  

次いで２位、秋田県が 3 位、山形県が８位、青森県が  

9 位となっております。  

 

 

 

 

 

 

※今回公表された数値は概数値です。確定値は平成 30 年２月下旬に

公表される予定です。  

大豆作付面積トップ 10 
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平成２９年産大豆作付面積（東北地域県別） 

順位 県   名 作付面積

1 北 海 道  41,000 

2 宮 城  11,200 

3 秋 田  8,720 

4 福 岡  8,410 

5 佐 賀  8,150 

6 滋 賀  6,610 

7 新 潟  5,160 

8 山 形  5,130 

9 青 森  4,940 

10 富 山  4,780 

Ｈ28年産 Ｈ29年産 増減 対前年比

青森県 4,810 4,940 130 103%

岩手県 4,550 4,640 90 102%

宮城県 11,300 11,200 ▲ 100 99%

秋田県 8,480 8,720 240 103%

山形県 5,150 5,130 ▲ 20 100%

福島県 1,660 1,590 ▲ 70 96%



３ 各県の大豆生育概況について（12 月 1 日現在） 

 

生育ステージは「収穫期」～「収穫終了」となっており、収穫作業は平年より

遅れています。  

いくつかの地域において小粒化の傾向が見られており、収量は平年並みから少

ない見込みです。  

 

（12 月１日現在の各県生育概況調査より抜粋）  

 

県  名  

 

 

生育ステージ  

（平年対比）  

 

生育の状況及び問題点  

青森県  収穫終了  

（5日程度遅い）  

 

・刈取最盛期は、11月13日で平年より5日遅か

った。  

・紫斑粒が散見される。  

 

岩手県  

 

収穫期  

（5日程度遅い）  

・収穫作業はほぼ終了している。  

・小粒傾向で、収量は平年より少ない見込み。  

 

 

宮城県  

 

 

収穫期  

（2日程度遅い）  

・10 月下旬に降雨が続いたことから、収穫作業

は平年よりも遅れている。  

・夏期の天候不順により、一部地域では莢数の減

少や小粒化による減収が懸念される。  

 

秋田県  

 

 

 

収穫期  

（11日程度遅い） 

・刈取終期は平年より 11 日遅い 11 月 30 日  

（平年 11 月 19 日）となった。  

・収量は、平年より 1～2 割程度少ない見込み。  

 

山形県  

 

収穫終了  

（5日程度遅い）  

・収穫盛期は、平年より 5 日程度遅い 11 月 4 日

頃であった。  

・百粒重がやや小さい。  

・収量は、平年並みからやや少ない見込み。  

 

福島県  収穫期  

（3日程度遅い）  

・収量は、平年並みから少ない見込み。  

・一部産地では、小粒傾向等品質低下が見られる。 

 

 

 



発行元：東北地域大豆振興協議会事務局

（東北農政局 生産部 生産振興課）

ＴＥＬ：０２２－２６３－１１１１（内４１１２）

・記事や大豆生産振興に関する御質問や御感想など、御自由にお寄せください。

・記事を転載される場合は、御一報ください。

・東北地域大豆振興協議会では大豆に関する情報発信手段としてホームページを

開設しております。アドレスは下記のとおりです。ぜひ御利用ください。

http://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/kyougikai/index.html


